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ナトリウム冷却高速炉の安全性向上へ資するために、ナトリウム燃焼解析評価手法の高度化及び妥当性

確認を進めている。本報では、開口部でつながる 2 つの部屋の一方でプール燃焼が生じた場合の熱影響に

着目して実施したナトリウム燃焼試験及び多セル燃焼影響解析コード SPHINCS による解析結果を示す。 
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1. 緒言 

 高速炉プラントの事故時挙動に関する数値解析評価手法開発の一環として、開口でつながる 2 セル体系

におけるナトリウム（Na）のプール状燃焼挙動を対象としたナトリウム燃焼試験[1]について、多セル燃焼

影響解析コード SPHINCS[2]による試験解析を実施した。 

2. ナトリウム燃焼試験 

試験（Run-D3）は、内容積約 71m3の鋼板内貼り鉄筋コンクリート製の試験装置内に開口つき仕切り板を

設置した体系で、ガスの膨張分を吸収する程度にセル内を換気した状態のもと、底部が 1.5m×1.5m の受け

皿に約 55kg、初期温度 500℃の Na を短時間（約 2min）で供給しプール状に燃焼させたものである（図１）。

Na 燃焼に伴う現象を観察するため、空間的に複数配置した熱電対で受け皿温度のほか両セル内の約 100 点

のガス・構造表面温度、さらには酸素濃度、浮遊エアロゾル濃度等の時間変化を測定した。 

3. 試験解析 

試験実績に基づき各部初期温度や Na 漏えい条件などの入力データを与え、SPHINCS コードによる本試

験の解析を実施した。本コードは多セル体系内における Na 燃焼と熱・物質移行を集中定数系ゾーンモデル

で解く。受け皿・ガスなど代表的部位の温度に関する複数の試験測定値と解析結果の比較（図２）から、 

各部温度の推移が解析で適切に再現されており、Na プール燃焼

とそれに伴う両セルのガスや周囲構造物への熱移行が的確に計

算できることを確認した。セル２に見られる低温推移のガス温度

測定値から、試験では流入した高温ガスがセル２内部で熱成層化

したものと推定される。他の部位のガス温度はセル１、２の両者

について試験と解析の一致は良く、セル間の開口部における温度

差駆動の通気計算モデルが妥当であることを確認した。 

4. 結言                               図１ Na 燃焼試験体系 

2 セル体系下のプール燃焼挙動を対象とした試験解析から、Na

燃焼と熱移行挙動が SPHINCS コードによって適切に解析される

ことを明らかにした。熱流動の詳細をも捉えた本試験の測定値は

今後多次元 Na 燃焼解析コードの適用性評価にも活用できる。 
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